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労働安全衛生法等に基づき、駐留軍等労働者に対して防衛省が実施する定期健康診
、 、 、 、断 ストレスチェック等について 案内文書等の配付 実施当日の受付や会場の案内

調査票の回収などの支援を行いました。

、 、 、勤続期間が１０年 ２０年 ３０年及び４０年に達した駐留軍等労働者に対しては
防衛省及び在日米軍が主催する永年勤続表彰式において表彰状と記念品が授与されま
す。エルモでは、永年勤続表彰式の計画及び実施に係る支援などを行っています。
なお、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により全国的に永

年勤続表彰式が中止になったことから、表彰状や記念品については職場代表者などを
通じて被表彰者に手交されました。

令令和和２２年年度度永永年年勤勤続続表表彰彰被被表表彰彰者者数数
（単位：人）

開催地

三沢 横田 横須賀 座間 富士 岩国 呉 佐世保 沖縄 計
勤続期間

１０年 68 89 173 58 5 41 5 24 233 696

２０年 36 53 184 68 1 6 6 40 256 650

３０年 32 51 151 51 3 28 8 28 179 531

４０年 7 3 32 1 0 4 0 1 4 52

計 143 196 540 178 9 79 19 93 672 1,929

各種申請書類の提出等を容易にすることを目的とした基地内臨時窓口については、
平成２８年１０月からの試行結果の分析及び駐留軍等労働者のニーズを踏まえ、平成
３０年４月から横田基地内に設置しました。
運営に当たっては、基地内掲示板及びホームページを利用して開設日を周知するな

ど、駐留軍等労働者の利便性の向上に努めています。
なお、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、基地内

への入門制限が実施されたことから、基地内臨時窓口を一時閉鎖しました。

駐留軍等労働者が在日米軍施設で勤務するに当たっての様
々な規則、権利、義務、責任等について、簡潔に分かりやす
くまとめ、日頃勤務する中での疑問を解消するための手引き
として、従業員ハンドブックを作成しています。
令和２年度においては、外国籍の駐留軍等労働者に対し、

最新の情報を周知するため、第９次改訂版（日本語版）の内
容及び令和２年４月以降に生じた制度改正の内容を反映した
第９次改訂版（英語版）を作成し、駐留軍等労働者及び関係
者に配付しています。

業業務務運運営営のの状状況況●
実施に当たっては、地方防衛局・地方防衛事務所、在日米軍の現地部隊及び関係機関

と日々調整を行いながら、国内法令、労務提供契約等に基づき、適正かつ迅速に事務手
続を実施することにより、駐留軍等労働者へのサービス向上に努めました。

： Ｂ評評 定定
： 駐留軍等労働者の福利厚生業務については、制服及び保護衣の購入・評評定定理理由由
貸与、退職準備研修の実施、成人病予防健康診断の実施、心の健康に係

、 、 、る相談 業務災害を受けた者等への特別援護金の支給 社会保険の手続
永年勤続表彰の計画及び実施支援など、防衛省、在日米軍及び関係機関
と連携を図りつつ、円滑かつ確実に実施しました。

従業員ハンドブック第9次改訂版（英語版）表紙
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３３ 法法人人のの長長等等のの業業務務運運営営状状況況

○○理理事事長長
理事長は、事業計画に定めた業務運営の効率化及び

経費の縮減並びに駐留軍等労働者の雇入れ、提供、給
与及び福利厚生などの労務管理等事務の円滑かつ確実
な実施を達成するため、先頭に立ってマネジメントを
発揮してきました。
令和２年度においても、駐留軍等労働者へのサービ

ス及び業務運営の効率化、その他の業務の質の向上に
関する各種施策の推進など、確実かつ安定的な業務運
営に努めるため、役職員に対し、適宜、業務の進捗を
報告させ、指示を行うとともに、組織の方針を自ら決
定し、意思統一を図り、法人の長としての指導力を遺
憾なく発揮しました。

具体的には、
①（業務運営の効率化について）
業務フローコスト分析の結果を踏まえ、３つの業務改善策を実施させたこと。

②（職場環境の整備について）
心の健康作りに関する取組として、職員に対し、ｅラーニングでメンタルヘルスに係

る教育を実施したこと。また、ワーク・ライフ・バランスを実現し職員の士気の向上を
図ることを目的として幹部職員への指導や時差出勤の有効的な活用を行ったこと。
③（女性職員の採用及び登用の積極的な推進について）
令和２年４月１日付けで、女性職員５名を係長に昇任させたこと。また、エルモで計

画する研修及び人事院等で実施される研修について、女性職員を積極的に参加させたこ
と。
２０２０年度国家公務員試験合格者からの採用について、全１１名のうち女性３名を

内定したこと。
④（次期システムの在り方について）
次期換装（令和６年度）に向けて「在日米軍従業員管理システム再構築推進プロジェ

クトチーム」を設置、その在り方について検討を開始させたこと。
⑤ （業務改善の検討について）

、 、本部及び支部に 職員がボトムアップで業務改善について検討するスキームを作成し
業務運営の効率化に努めたこと。

○○理理 事事
理事は、理事長を補佐し、業務を掌理する者であり、常勤理事と非常勤理事を置いてい

ます。
両理事は、それぞれの業務に携わる職員が計画的かつ効率的に事務を遂行できるよう、

各部の業務調整及び運用実施の整理に努め、特に理事長の示す業務運営の方針を的確に理
解し、それがエルモ内で確実に反映されるよう、具体的な実現方法を指示することによっ
て、理事長の運営方針に係る定見と業務運営に齟齬がなく円滑に進められるよう常に眼を
配り、組織の取りまとめに尽力しました。

○○監監 事事
監事は、監事監査として、

① 年度目標及び事業計画に基づき実施される業務がその目的を達成するために合理的か
つ効率的に運営されているかどうかを監査する業務監査

② 会計に関する事務処理が法令等に従い適正に行われているかどうかを監査する会計監
査

①及び②については、監査計画に基づき実施し、その監査結果を理事長及び防衛大臣に
提出しました。
また、監査では、役職員に対し、業務の執行に関して、資料の提出及び説明を求め、必

要に応じて助言又は指導などを行い、業務の適正かつ効率的な運営に資するとともに、会
計経理の適正化を期するよう努めました。
さらに、法人の長とは独立した立場から、内部統制の整備及び運用状況を監視し、その

検証に努め、役職員に対しては、一般の方にも分かりやすい説明となるよう常に心掛けて
応対することを求めました。

支部長会議
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令和2年度業務実績に関する項目別自己評価結果一 覧表
自己評価 参照

事業計画（各項目） 評価指標 ページ
指標 項目

第1国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達
成するためとるぺき措置

1駐留軍等労働者の雇入れ、提供及び労務管理の実施に関する業務

駐留軍等労働者の雇入れ、 提供及び労務管理の実施に関する業務（在日 ・労務管理業務の実施状況 B B 3 1 
米軍からの労務要求書の受理、募集及び人事措置通知書の交付等）を円滑
かつ確実に実施する。

I 

在日米軍からの労務要求に対し、 労務要求書受理後 1 箇月以内に資格要 ・労務要求書受理後1箇月以内に資格要件を満 B 33 
件を満たす者 を在日米軍に紹介する率について、 以下の措置を講ずること たす者を在日米軍に紹介する率：90%以上 【主な
により、 9 0%以上の維持に努める。 定量的指標】

I 

ア ポスタ ー を作成し、 公共職業安定所、 学校及び主要駅等に掲示する。 ・募集の周知活動におけるメディア等の活用 B 34 
（令和2年度ポスタ ー作成予定枚数： 6,530枚）

イ パンフレット を作成し、地方公共団体及び学校等に配布するとともに、
採用希望者への説明に活用する。
（令和2年度パンフレット作成予定部数： 22.400部）

ウ 求人情報誌、 ラジオ等のメ デ ィ ア を活用する。
＇ 

工 在日米軍が求める高度な技術力を有する優秀な人材確保のため、 大学 ・大学等訪問や企業説明会への参加状況 B 37 
等の訪問や企業説明会への参加を推進する。

＇ 
才 応募者に対して実施したアンケ ー ト調査の結果を踏まえ、 より効果的 • アンケ ー ト調査の結果を踏まえた募集施策の B 37 

な募集施策を検討及び実施するとともに、 引き続きアンケ ー ト調査を実 検討・実施
施する。

2駐留軍等労働者の給与の支給に関する業務

駐留軍等労働者の給与の支給に関する業務（給与、 旅費に係る計算及び ．給与業務の実施状況 B B 40 
書類作成等）を円滑かつ確実に実施する。

＇ 
防衛省の行政施策の企画立案に資するため、防衛省からの求めに応じ、「駐 ．給与に係る調査及び分析並びに改善案の作 B 42 

留軍等労働者給与等実態調査」等の駐留軍等労働者の給与に係る調査及び 成、防衛省への提示状況【主な指標】
分析並びに改善案の作成を行い、 防衛省に提示する。

3 駐留軍等労働者の福利厚生の実施に関する業務

駐留軍等労働者の福利厚生の実施に関する業務（制服及び保護衣の購入 ・福利厚生業務の実施状況 B B 43 
・ 貸与、 退職準備研修の実施、 成人病予 防健康診断の実施、 心の健康に係
る相談、 業務災害を受けた者等への特別援護金の支給、 社会保険の手続及
び定期健康診断• ストレスチェック ・ 永年勤続表彰の計画及び実施支援、
基地内臨時窓口業務等）を円滑かつ確実に実施する。

I 

退職準備研修について、 過去の受講者に対するアンケ ー ト調査結果の分 ・退職準備研修における受講者の満足度 90% B 48 
析 ・ 検証を行った上で 年間の研修計画を作成し、 効果的な実施を図ること 以上【主な定量的指標】
により、 アンケ ー ト調査結果の満足度が9 0%以上となるよう努める。

I 

さらに、 防衛省が策定した 「次世代育成支援• 女性活躍推進のための在 ・「次世代育成支援・女性活躍推進のための在日 B 49 
日米軍従業員に対する行動計画」に基づき、 駐留軍等労働者に対し、 育児 米軍従業員に対する行動計画」に基づく所要の
・ 介護制度の周知を行うとともに、 採用パンフレット等を活用し、 駐留軍 対策状況
等労働者として活躍する女性の事例紹介等を行う。

第2業務運営の効率化に関する目標を達成するためとるべき措置

1 業務の効率化・組織改編

(1)業務の効率化については、業務の質の低下を招かないよう配慮しつつ、 ・業務フロ ー・ コスト分析結果を踏まえた業務 ／ B 50 
業務フロ 一・ コスト分析の結果を踏まえた業務改善策を着実に進める。 改善策の取組状況【主な指標】

(2)機構運営関係費（人件費、 事務室等借料及び特殊要因を除く。）につい ・機構運営関係費の縮減状況（令和元年度を基 B B 5 1 
ては、 令和元年度を基準として3%の縮減を図る。 準とした縮減割合）【主な定量的指標】

また、物件費については、 計画的 ・ 効率的に執行し、 経費節減の余地 •物件費の自己評価の実施及び適切な見直しの B 
がないかについて自己評価を毎四半期に行った上で、 適切な見直しを行 実施状況
う。

(3)在日米軍従業員管理システム等について、 運用管理・保守体制を維持 ・システムの安定的な稼働の確保状況【主な定 B B 52 
し、 安定的な稼働（システム稼働率 ： 99 9%以上）を確保する。 量的指標】

あわせて、 業務の一 層の効率化を図るため、 在日米軍従業員管理システ ・次期システムの在り方の検討状況 B 53 
ム等の次期換装（令和6年度）に向けて、 次期システムの在り方について
検討を開始する。

2調達等合理化の取組の推進

「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成2 ．調達等合理化計画の取組状況【主な指標】 B B 54 
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7年5月25日総務大臣決定）に基づ＜取組を着実に実施すること によ り、
調達等合理化の取組を推進する。

＇ 
また、 契約の適正性 ・ 透明性を確保するため、 「公共調達の適正化につ ・予定価格が 一定金額以上の契約についての公 B 55 

いて」（平成 18年8 月25日付け財計第2 0 1 7 号） 等に基づき、 予定 表 状況
価格が 一定金額以上の契約について、 契約の相手方、 契約金額、 予定価格
等の情報をホームペー ジにおいて公表する。

第 3予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

別紙1から別紙3までのとおり。 ．適正な財政管理及び経費全体の効率化及び I B 56 
適正な財政管理を行い、第2の1(2)を達成するとともに、経費全体の効率化 健全な財務内容の維持 状況【主な指標】

に努め、健全な財政内容を維持する。

第 4短期借入金の限度額

短期借入金の限度額は3億円とし、運営費交付金の受入れが遅延する場合 ・短期借入金の使用状況【主な指標】 ／ V 58 
や予想外の退職手当 の支給等に用いるものとする。

第5その他主務省令で定める業務運営に関する事項

1施設及び設備に関する計画

なし ／／ ／／ ／／ 

2 人事 に関する計画

(1)円滑かつ確実な業務処理を行うため、人員の適正な配置に努める。 ・円滑な業務処理に配慮した人員の適正な配置 ／ B 58 
状況【主な指標】

(2)年間の研修に係る計画を作成し、職員養成研修等の着実な実施を図る。 ．年間の研修計画の作成 及び研修の実施状況 ／ B 59 
【主な指標】

(3)職員の心身の健康を確保するためメンタルヘルス対策の充実に取り組むとと ・メ ンタ ルヘルス対策への取組及び仕事と 生活 I B 6 1 
もに、仕事と生活の調和（ワ ーク ・ ライフ ・ バランス）の推進 等、職場環境の整備 の調和（ワ ーク・ラ イ フ ・ バ ラ ンス）の推進 等、
を図る。 職場環境整備の状況【主な指標】

(4)女性の職業生活における活躍の推進 に関する取組として、女性職員の採用 •女性職員の採用及び登用の状況【主な指標】 ／ B 62 
及び登用を積極的に推進する。

3積立金の使途

令和元年度繰越積立金は、 令和元年度以前に取得し令和2年度へ繰 り越 ．繰越積立金の充当 状況【主な指標】 ／ B 62 
した棚卸資産、 前払費用等の費用に充当する。

第6その他

1給与水準の適正化等

機構の役職員の給与水準について、国家公務員の給与水準も考慮し、役職 ・役職員給与の在り方の検証、規則の適切な見 B B 63 
員給与の在り方を検証した上で、役員報酬規則、役員退職手当 規則及び職員 直しの実施及び適正化の取組状況【主な指標】
給与規則の適切な見直しを行い、その適正化に取り組む 。

＇ 
また、検証結果及び取組状況をホームページにおいて公表する。 ・役職員給与の在り方の検証結果及び達正化の B 64 

取組状況の公表 状況

2 機構の広報活動

機構の業務内容等について広く理解が深まるよう、広報誌のハロ ーワ ーク及 ・広報誌の発行（年4回以上）【主な定量的指標】 B B 65 
び地方自治体等への配布、ホームページの活用等により、広報活動を推進す ＇ 
る。 ・広報活動の状況 B 66 

3 保有資産に係る措置

機構の保有資産については、 適切に管理すると とも に、 「独立行政法人 ・機構の保有資産の適切な管理及び不要資産 I B 67 
の保有資産の不要認定に係る基本的視点について」（平成26年9月2 日 に該当するかの検証並びに所要の措置の実施
付け総管査第26 3号総務省行政管理局長通知） に基づき不要資産に該当 状況【主な指標】
するかの検証を実施し、 検証結果に基づき所要の措置を講ずる。

4 内部統制の推進

理事 長を委員長とする内部統制委員会の下、 内部統制のモニタリングに ・内部統制に係る教育の実施【主な指標】 B B 68 
よる定期的な評価の実施や役職員の内部統制に対する意識向上を図る等、 I 

実効性のある内部統制システムの運用に努める。 ・実効性のある内部統制システムの運用状況 B 69 

また、 理事 長を委員長とする リスク 管理委員会の下、 リスク 評価を定期 ・的確なリスク管理 B 69 
的に実施し、その結果 を踏まえ所要の見直 し を実施する。

5 情報セキュリティの対策の推進

政府の情報セキュリテ ィ 対策における方針を踏まえ、 情報セキュリテ ィ ・情報セキュリティ対策ベンチマークver.4.7 (平成 I A 70 
に関する内部規程に適宜反映させると とも に、 当 該規程が遵守されている 30年 10月26日公開独立行政法人情報処理推
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